
Ⅰ．はじめに

わが国において、助産師になるための養成機関
は、2年間で学ぶ大学院、1年間で学ぶ大学専攻科・
別科、短大専攻科、専修学校などがある。大学で
は 4年間の中で助産コースを選択して助産師の国
家試験受験資格を取得することができる。看護系
大学の増加、大学院の増加に伴い、助産師養成校 1）

が増え、国家試験受験者も増加の傾向にある。
甲南女子大学（以下、本学）では、現在大学の

4年間のなかで助産師教育を行っているが、社会
において助産師に期待されるニーズは高くなり、
求められる知識や技術も高度になってきている。
助産師は快適で安全な妊娠・出産のみならず、家
族を含めた子育て支援や女性の生涯にわたる健康
を支援する役割など多岐にわたり、自律
した活動が求められている 2）。充実した
助産師教育を行うためには時間が必要で
あるという状況から、平成 24年度より新
カリキュラムへ改正され、1年以上指定
された学科を修めることが定められてい

る 3）。本学では看護学研究科も開設されたが、今
後、本学での助産師教育をどのような教育課程で
行っていくのがよいのか検討するために、助産師
教育課程に関するニーズ調査を行った。なお、本
調査は看護学研究科・看護学科第二次中期計画
事業の一部として行ったものである。

Ⅱ．調 査 方 法

1．調査対象　　
調査対象は、本学看護学科学生、看護学科オー
プンキャンパスの来場者、本学看護学科保証人、
産科病棟を有する近隣実習施設の看護師とした。
配布総数は 1,302票、回収数は 906票、回収率
69.6％であった。対象者数の内訳は表 1に示す
通りである。（表 1）
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内容（専門性、幅広い教養）、経済面、時間的側面などがその理由として挙った。しかし
ながら看護師と助産師の学習両立の厳しさや、時間の少なさから、看護師に専念した後に
助産師教育を受けるという現実的な考え方を持つ在学生や保証人もみられた。調査結果よ
り、本学では大学教育（助産コース）のニーズが高いと考え、現行の助産師教育課程でよ
り内容を充実させていく方向で取り組んでいくことを導いた。

表 1　調査対象者
　 配布数 回収数 （回収率）

本学看護学科学生 405 378 （93.3％）
看護学科オープンキャンパス来場者 442 366 （82.8％）
本学看護学科保証人 405 124 （30.6％）
産科病棟を有する近隣実習施設の看護師  50  38 （76.0％）
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2．調査期間
平成 24年 6月 10日～平成 25年 4月 22日

3．調査方法
本学看護学科学生（以下、学生）は各学年の
教務オリエンテーション時に配布し、その場で記
入、回収した。オープンキャンパス来場者（以下、
OC）については、体験授業時に説明、配布し、そ
の場で記入、ボックスにて回収を行った。本学看
護学科保証人（以下、保証人）に関しては、郵送に
よる調査票の配布ならびに返信を持って回収した。
産科病棟を有する近隣実習施設の看護師に対

する調査は、看護部長へ説明し、看護部から産科
病棟あるいは小児科病棟に勤務する看護師への
配布を依頼した。調査票は郵送による回収とした。

4．倫理的配慮
調査への参加・不参加による教育や入試への

不利益は一切ないこと、調査は教育課程の検討
以外の目的では使用しないこと、匿名性の確保
について書面で説明し、調査協力への同意は調
査票の回収をもって行った。

5．調査内容
調査内容は 1）対象者の属性、2）助産師教育に
ついての考えの 2点とした。

6．分析方法
データ集計は IBM SPSS Statistics19を用いて

単純集計を行った。

Ⅲ．結 　 　 果

1．対象者の属性
表 2　対象の属性

度　数 （％）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

高校 1年生 28 （3.1）
高校 2年生 97 （10.8）
高校 3年生 158 （17.6）
既卒 4 （0.4）
保護者 72 （8.0）
受験業者 1 （0.1）
OCその他 3 （0.3）

大
学
生

大学 1年生 87 （9.7）
大学 2年生 104 （11.6）
大学 3年生 85 （9.5）
大学 4年生 97 （10.8）
保証人 124 （13.8）
看護師 38 （4.2）
合　計 898 （100.0）

表 3　オープンキャンパス来場者の居住地
度　数 （％）

兵庫県 214 （57.5）
大阪府 114 （30.6）
京都府 11 （3.0）
奈良県 8 （2.2）
和歌山県 1 （0.3）
その他 16 （4.3）
無回答 2 （0.5）
合　計 372 （100.0）
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図1－1　助産師への興味（オープンキャンパス）
n=366

図1－1－1　助産師への興味（OC生徒）
n=287

図1－1－2　助産師への興味（OC保護者）
n=72

図1－2　助産師への興味（在学生）
n=378

図1－3　助産師への興味（保証人）
n=124

図1－4　助産師への興味（看護師）
n=38
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2．助産師教育についての考え
1）助産師への興味
助産師への興味は「おおいにある」「すこしは

ある」が全ての対象で半数を超え、関心の高さが
伺えた。特に保護者や保証人の関心が子どもよ
りも高く、特に在学生と比べて保証人の関心は
高いことがわかった。本学のオープンキャンパ
ス来場者や在学生、保証人は助産師への関心が
高い人が多く、本学看護学科の特徴であると言

えるだろう。（図1－1～4）
2）助産師の希望
助産師への希望に関しては、生徒、保護者、

保証人が 3割程度希望するのに対し、在学生は
18％と低かった。ここでも在学生と保証人の意
識に差があることがわかる。また、看護師の希
望は 5％と低かった。これらの低さは実現可能
性を考えた結果と考えられる。（図2－1～4）
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図3－1－1　望ましいと考える助産師教育課程（生徒）
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図2－1　助産師の希望（オープンキャンパス）
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n=287

図2－1－2　助産師の希望（OC保護者）
n=72

図2－2　助産師の希望（在学生）
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図2－3　助産師の希望（保証人）
n=124

図2－4　助産師の希望（看護師）
n=38
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3）望ましいと考える助産学教育課程
望ましいと考える助産師教育課程では、生徒、

保護者、在学生、保証人ともに大学（助産コース
選択）が最も多かった。第 2位は大学専攻科・別
科であった。一方、看護師では大学（助産コース）
と専修学校が同数で多かった。保護者、保証人と
もに専修学校が 0であることから、学歴へのこだ
わりが見うけられた。（図3－1～4）
表 4から望ましいと考える助産師教育課程と

して大学（助産コース）を選んだ理由は、大学で
学ぶことに意義がある（専門的に学べる、幅広
く学べるなど）や経済的であることが、全ての対
象群から挙がっていた。早く就職できるなど 4
年間で習得できるメリットや大学の助産コース
を入学後学びながら進路選択ができる、すなわ
ちキャリアデザインが可能であること、すでに
卒業生が臨床で活躍していることから実際に資
格を取って働いているモデルがいるということ
も挙がっていた。
大学専攻科・別科を選んだ理由は、専門的に
学べる、4年間では時間が足りない、カリキュラ
ムに無理がないという意見が全ての対象群から挙
がっていた。
短大専攻科を選んだ理由は、看護師の資格を

取ってから助産師の勉強をすべき、集中して学べ

るが挙がっていた。
専修学校を選んだ理由は、集中して学べるから、

実習で多くの経験が積めるなどであった。
大学院を選んだ理由は高い専門性が挙がってい

る一方、4年間の教育のデメリットとして時間の
不足や技術習得不足などが挙げられていた。
経済面、学ぶ期間、学びの内容、進路選択が可

能などの要因が挙がっていた。大学（助産コース）
以外のコースでは、大学でのカリキュラムや時間
の少なさなど大学教育の否定的要因を理由として
いた。（表 4）
4）希望する助産師教育課程
希望する助産師教育課程も、望ましいと考え

る助産師教育課程同様、生徒、保護者、在学生、
保証人とも大学（助産コース選択）が最も多く、
第 2位は大学専攻科・別科であった。看護師では、
専修学校が最も多く、大学（助産コース選択）と
逆転していた。大学院は在学生や保証人が第 3
位となっていたが、生徒、保護者、看護師は少
数であった。（図4－1～4）
表 5に示すとおり、希望する助産師教育課程
として大学（助産コース）を選んだ理由は、経済
的（学費）が最も多く、オープンキャンパス来場
者（生徒、保護者）、在学生、保証人の対象群で
挙がっていた。（表 5）
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図3－1－1　望ましいと考える助産師教育課程（生徒）

図3－2　望ましいと考える助産師教育課程（在学生）
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図3－2　望ましいと考える助産師教育課程（在学生）

図3－4　望ましいと考える助産学教育課程（看護師）
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表
4　
望
ま
し
い
助
産
師
教
育
課
程
と
そ
の
理
由

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
来
場
者

在
学
生

保
証
人

看
護
師

大 学 （ 助 産 コ ー ス 選 択 ）

大
学
で
学
ぶ
こ
と
に
意
義
が
あ
る
（
専
門
的
学
び
、
幅
広
く

し
っ
か
り
学
べ
る
）

大
学
で
学
ぶ
こ
と
に
意
義
が
あ
る
（
専
門
的
学
び
、
幅
広
く

し
っ
か
り
学
べ
る
）

大
学
で
学
ぶ
こ
と
に
意
義
が
あ
る
（
専
門
的
学
び
、
幅
広
く

し
っ
か
り
学
べ
る
）

大
学
で
学
ぶ
こ
と
に
意
義
が
あ
る
（
専
門
的
学
び
、
幅
広
く

し
っ
か
り
学
べ
る
）

経
済
的

経
済
的

経
済
的

経
済
的

4
年
間
で
習
得
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
（
早
く
働
け
る
）

4
年
間
で
習
得
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
（
早
く
働
け
る
）

4
年
間
で
習
得
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
（
早
く
働
け
る
）

学
び
な
が
ら
進
路
選
択
が
で
き
る

学
び
な
が
ら
進
路
選
択
が
で
き
る

学
び
な
が
ら
進
路
選
択
が
で
き
る

大
学
の
環
境
が
よ
い

実
習
や
就
職
が
し
っ
か
り
し
て
そ
う

看
護
師
と
助
産
師
の
両
方
の
資
格
が
欲
し
い

助
産
師
も
大
学
卒
業
が
必
要

大
学
卒
業
の
方
が
給
料
が
良
さ
そ
う

楽
だ
と
思
う
か
ら

実
際
に
資
格
を
と
っ
て
働
い
て
い
る
人
が
い
る

開
校
当
初
の
学
生
が
で
き
て
い
る
か
ら

実
習
に
来
て
い
る
助
産
コ
ー
ス
の
学
生
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
か
ら

母
性
看
護
と
の
関
係
な
ど
も
一
緒
に
学
べ
る

資
格
を
と
る
の
に
時
間
が
か
か
る
と
助
産
師
が
減
る

学
ぶ
単
位
を
増
や
し
て
も
き
り
が
な
く
現
場
に
出
て
か
ら
の

研
修
を
充
実
さ
せ
る
方
が
先
と
思
う

短
大
や
専
修
学
校
で
取
れ
る
も
の
を
大
学
院
で
と
る
意
味
は

な
い
助
産
師
が
取
れ
る
た
め
に
南
女
を
選
ん
だ

大 学 専 攻 科 ・ 別 科

専
門
的
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学
べ
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専
門
的
に
学
べ
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専
門
的
に
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べ
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専
門
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べ
る

4
年
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で
は
時
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り
な
い
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
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に
無
理
が
な
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4
年
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で
は
時
間
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足
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な
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カ
リ
キ
ュ
ラ
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無
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な
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4
年
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で
は
時
間
が
足
り
な
い
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カ
リ
キ
ュ
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ム
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無
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な
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4
年
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で
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時
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な
い
、
カ
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キ
ュ
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無
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な
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し
っ
か
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と
し
た
意
思
が
必
要

色
々
な
と
こ
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で
学
び
た
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自
分
の
お
産
が
大
変
だ
っ
た
の
で
助
産
師
は
必
要
と
思
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看
護
師
の
資
格
を
取
っ
て
か
ら
助
産
師
の
勉
強
を
す
べ
き

看
護
師
の
資
格
を
取
っ
て
か
ら
助
産
師
の
勉
強
を
す
べ
き
、

国
家
試
験

3
つ
は
厳
し
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助
産
師
に
な
り
た
い
人
が
集
ま
っ
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行
動
す
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こ
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張

れ
る
大
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成
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大
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で
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も
成
績
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ら
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大
学
で
の
教
育
課
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が
望
ま
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本
当
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学
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が
集
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し
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学
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な
し

な
し

看
護
師
の
資
格
を
取
っ
て
か
ら
助
産
師
の
勉
強
を
す
べ
き

1
年
間
助
産
師
の
国
家
試
験
に
専
念
で
き
る

専 修 学 校

集
中
し
て
学
べ
る

集
中
し
て
学
べ
る

な
し

集
中
し
て
学
べ
る

実
習
が
多
く
経
験
を
積
め
る

実
習
が
多
く
経
験
を
積
め
る

自
分
に
あ
う
学
校
を
し
っ
か
り
選
べ
る

早
く
働
き
た
い

専
門
学
校
出
身
だ
と
大
学
に
入
る
の
は
難
し
い

1
年
間
で
社
会
復
帰
し
や
す
い

大 学 院

4
年
間
の
教
育
の
デ
メ
リ
ッ
ト
（
時
間
の
不
足
、
技
術
習
得
）

4
年
間
の
教
育
の
デ
メ
リ
ッ
ト
（
時
間
の
不
足
、
技
術
習
得
、

高
い
専
門
性
）

4
年
間
の
教
育
の
デ
メ
リ
ッ
ト
（
時
間
の
不
足
、
技
術
習
得
、

高
い
専
門
性
）

看
護
師
の
資
格
を
取
っ
て
か
ら
助
産
師
の
勉
強
を
す
べ
き
、

国
家
試
験

3
つ
は
厳
し
い

看
護
師
の
資
格
を
取
っ
て
か
ら
助
産
師
の
勉
強
を
す
べ
き
、

国
家
試
験

3
つ
は
厳
し
い

1
年
間
の
助
産
師
教
育
で
は
身
体
的
・
心
理
的
負
担
が
大
き

い
た
め
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大学で学ぶことに意義がある（専門的学び、
幅広くしっかり学べる）、学びながら進路選択が
できる、最短での資格取得、本学を選んだ理由
などが挙がっていた。看護師の回答は得られな
かった。
大学専攻科・別科を選んだ理由は、時間をか

けて身につける、専門的に幅広く学ぶ、大学よ
り入りやすいなどが挙がっていた。
短大専攻科を選んだ理由は、看護師で短大か

大学卒の学歴が欲しいと挙がっていた。
専修学校を選んだ理由は、より専門的に深く

学べる、看護師として十分知識・技術を身につ

けてから学ぶ、確実に資格を取得できる、本学
で養成できる人数が少ないからなどが在学生か
ら挙がっていた。また、看護師では、より専門
的に深く学べる、経済的理由、専門学校卒業の
ため入学しやすいなどが挙がっていた。
大学院を選んだ理由では、学歴、大学では看

護に専念したい、時間の余裕が欲しい、同じ大
学で学びたい、より専門性・人間性を身につけ
るため、保健師と養護教諭を取ると助産師を受
けられないためが挙がっていた。看護師からの
回答は得られなかった。

300
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0

人 250

200
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0

人

大学
(助
産コ
ース
選択
)

大学
専攻
科・
別科

短
大
専
攻
科

専
修
学
校

大
学
院

無
回
答

図4－1　希望する助産師教育課程
（オープンキャンパス来場者）

大学
(助
産コ
ース
選択
)

大学
専攻
科・
別科

短
大
専
攻
科

専
修
学
校

大
学
院

無
回
答

図4－1－1　希望する助産師教育課程（生徒）
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図4－1　希望する助産師教育課程
（オープンキャンパス来場者）

大学
(助
産コ
ース
選択
)

大学
専攻
科・
別科

短
大
専
攻
科

専
修
学
校

大
学
院

無
回
答

図4－1－2　希望する助産師教育課程（保護者）

図4－1－1　希望する助産師教育課程（生徒）

図4－2　希望する助産師教育課程（在学生）
大学
(助
産コ
ース
選択
)

大学
専攻
科・
別科

短
大
専
攻
科

専
修
学
校

大
学
院

無
回
答
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人

大学
(助
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ース
選択
)

大学
専攻
科・
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短
大
専
攻
科

専
修
学
校

大
学
院

無
回
答

図4－1－2　希望する助産師教育課程（保護者）

図4－3　希望する助産師教育課程（保証人）
大学
(助
産コ
ース
選択
)

大学
専攻
科・
別科

短
大
専
攻
科

専
修
学
校

大
学
院

無
回
答

図4－2　希望する助産師教育課程（在学生）

図4－4　希望する助産師教育課程（看護師）
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表
5　
希
望
す
る
助
産
師
教
育
課
程
と
そ
の
理
由

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
来
場
者

在
学
生

保
証
人

看
護
師

大 学 （ 助 産 コ ー ス 選 択 ）

経
済
的
（
学
費
）

経
済
的
（
学
費
）

経
済
的
（
学
費
）

な
し

学
び
な
が
ら
進
路
選
択
が
で
き
る

学
び
な
が
ら
進
路
選
択
が
で
き
る

大
学
で
学
ぶ
こ
と
に
意
義
が
あ
る
（
専
門
的
学
び
、
幅
広
く

し
っ
か
り
学
べ
る
）

大
学
で
学
ぶ
こ
と
に
意
義
が
あ
る
（
幅
広
く
し
っ
か
り
学
べ

る
）

大
学
で
学
ぶ
こ
と
に
意
義
が
あ
る
（
他
学
部
の
人
と
の
交
流
、

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
た
い
）

最
短
で
資
格
を
取
り
た
い

最
短
で
資
格
を
取
り
た
い

興
味
が
あ
る

大
学
卒
業
の
方
が
給
料
が
よ
い

助
産
師
の
資
格
だ
け
で
は
不
満

南
女
に
入
学
し
た
理
由

南
女
に
入
学
し
た
理
由

進
学
し
た
く
な
い

年
齢
的
に
余
裕
が
な
い

早
く
臨
床
に
出
た
い

院
に
行
く
な
ら
一
度
就
職
し
て
か
ら
に
な
り
そ
う
だ
か
ら

一
生
勉
強
を
続
け
る
職
業
の
た
め
資
格
取
得
後
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
が
で
き
れ
ば
よ
い

大 学 専 攻 科 ・ 別 科

な
し

時
間
を
か
け
て
身
に
つ
け
る

時
間
を
か
け
て
身
に
つ
け
る

な
し

専
門
的
に
幅
広
く
学
ぶ

大
学
よ
り
入
り
や
す
い

今
、
助
産
コ
ー
ス
だ
が
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い

大
学
を
卒
業
し
て
基
礎
と
経
験
を
積
ん
で
か
ら
助
産
師
を
取
り
た
い
別
科
の
方
が
希
望
者
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か

看
護
師
と
助
産
師
の
両
方
は
難
し
い

卒
業
後

2
年
（
大
学
院
）は
長
い
と
思
う
た
め

学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
よ
り
明
確
な
助
産
師
養
成
が
必
要

短 大 専 攻 科

な
し

早
く
助
産
師
に
な
れ
る

な
し

短
大
か
大
学
卒
が
欲
し
い

専 修 学 校

な
し

よ
り
専
門
的
に
深
く
学
べ
る

な
し

よ
り
専
門
的
に
深
く
学
べ
る

看
護
師
と
し
て
十
分
知
識
、
技
術
を
身
に
つ
け
て
か
ら
学
ぶ

早
く
働
き
た
い

確
実
に
資
格
を
取
得
で
き
る

看
護
師
と
の
勉
強
の
両
立
が
で
き
な
い
た
め

本
学
で
習
得
で
き
る
人
数
が
少
な
い
か
ら

経
済
的
理
由

専
門
学
校
卒
業
の
た
め
入
学
し
や
す
い

大
学
卒
は
知
識
は
あ
っ
て
も
技
術
に
欠
け
る
人
が
多
い

大 学 院

プ
ラ
ス

1
年
な
ら

2
年
で
院
卒
業
の
方
が
い
い
か
ら

学
歴
的
に
か
っ
こ
い
い

な
し

気
持
ち
を
切
り
替
え
て
で
き
そ
う

時
間
の
余
裕
が
欲
し
い

4
年
間
で
は
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る

大
学
で
は
看
護
に
専
念
し
た
い

保
健
師
と
養
護
教
諭
を
取
る
と
助
産
師
を
受
け
ら
れ
な
い
た
め

同
じ
大
学
の
方
が
慣
れ
親
し
み
が
あ
る

看
護
を
学
ん
だ
大
学
の
延
長
で
学
ん
で
ほ
し
い

精
神
的
に
も
う
少
し
大
人
に
な
っ
て
か
ら
医
療
従
事
者
に

な
っ
て
欲
し
い

よ
り
高
い
専
門
性
・
人
間
性
を
身
に
つ
け
る
た
め
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5）本学の大学院の希望
3～ 4割の人が本学に大学院が併設されれば

希望すると回答している。特に保証人は高い割
合となっている。（図 5）
6）本学の専攻科の希望
本学に専攻科が併設された場合の希望は、3～

5割となっているが、大学院より実数はいずれの
対象群においても増えている。大学院と専攻科
のニーズでは、専攻科の方が高いことが窺えた。
（図 6）

7）助産師教育についての意見（自由回答）
助産師養成数を増やすために教育の場を設け

て欲しい、狭き門の解消が挙がっていた。
助産師教育の内容・質については、カリキュ

ラムについての意見や実習時間を増やすこと、
実習先の確保等、教育へ還元すべき意見を得る
ことができた。
経済的な問題、大学から助産師教育を外出しす

ることの時間の問題、入試広報時の助産学教育の
丁寧な説明を求める声、現状が本学の売りである

こと、卒業生が取得できるシステムの要望など、
様々な意見を頂戴することができた。（表 6）

Ⅳ．ま と め

本学の入学を視野に入れているオープンキャ
ンパス来場者、ならびに在学生、保証人は、助
産師への関心が高く、できれば資格の取得をし
たいと考えている。大学（助産コース）で助産
師教育を受けたいというニーズは高く、教育内
容（専門性、幅広い教養）、経済面、時間的側面
などの理由を挙げている。しかしながら現実は、
4年間で看護師と助産師の学習を両立すること
は厳しく、時間が少ないと感じている人も多く、
看護師に専念してから、助産師教育を受けると
いう現実的な考え方を持つ在学生や保証人もい
る。一方では、すでに活躍している卒業生がい
ることで、大学教育として成り立つという考え
も窺えた。大学専攻科・別科、短大専攻科、専
修学校、大学院のいずれも看護師取得後に集中

87

22

109

50

11

168

23

252

65

24

32

27

15

9

3

生徒

保護者

在学生

保証人

看護師

はい いいえ 無回答

図5　大学院の希望

生徒

保護者

在学生

保証人

看護師

はい いいえ 無回答
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132
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33
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図6　専攻科の希望
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表 6　自由回答
OC 在学生 保証人 看護師

助産師養成数 教育の場を増やす

助産師を増やす 助産師を増やす

みんな平等に資格を取り
たい

なりたいが狭き門で無理

定員を増やしてほしい

助産師教育の
内容・質

質を高める

専門性を高める

1年次（2年次）からもっと助産
師について学びたい

養護教諭、保健師コースに行き
たいので資格はとれないが、興
味はあるので勉強したい

看護との両立が難しい

助産の授業が少ない

大卒は臨床経験が少なすぎる

大学でもできるだけ実習で経験
し、実習単位を習得して欲しい

一般的なことができない学生が
増えている。看護の「志」を持っ
て実習に来てほしい

長年経験しないと難しい

助産の実習受け入れ先が難しい

学習内容やレポート負担が大きい

助産師を取得させたい親の思い
が本人に伝わらず、学校から意
義を指導して欲しかった

看護科の教員の質をあげてほし
い（常識のない教員がいるよう
で失望している）

興味あることしか手をつけない
幼さがあるので、色々な経験や
活躍している方の講演やご指導
で学生時代にしか学べない取り
組みを希望する

18～ 22歳という素晴らしい時
代に学びたい人が学べる場を希
望する

女子大として細やかな心遣いと
思いやりを時間をかけて学んで
ほしい

助産を志す学生を明確にし、一
層充実した専門教育を希望する

経済 学費の問題

時間 院では時間がかかりすぎる

卒後 1～ 2年となると益々晩婚
化を招くかも

興味 興味がある

興味がさらにもてた

興味はあるが自信はない

あまりイメージがわかず興味が
持ちにくい

実習（母性）に行って興味がな
くなってしまった

ハードルが高いイメージ
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して専門性の高い教育が受けられると考えてい
る一方で、それぞれの特色で望ましいと考える
のではなく、大学教育でできないから（コース
選考で入れない、看護師との両立が無理など）と
いう消去法的な考え方が感じられ、大学院教育
の本質的な意見はなかった。
以上のことから、本学では大学教育（助産コー

ス）のニーズが高いと考え、現行の助産師教育課
程でより充実させていく方向で取り組んでいき
たい。また、今回の調査で得た貴重な意見を参
考にし、より質の高い教育ができるよう教育方
法の工夫や内容の充実を図りながら学生一人一
人に丁寧に向き合い、卒業後助産師として社会
に認められる人材を育成していきたいと考える。

最後に、調査にご協力いただいた皆様には感
謝申し上げます。
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OC 在学生 保証人 看護師

自分のこと 将来助産師になりたい

大学で学びたい

難しいので途中でめざすのをや
めた

入学当初目指していたが断念し
たので院を希望する

子どもに余裕がないので残念

広報 4年間で取得できるのは売りに
なるが、現実的には厳しい

入学前に人数制限があるなら教
えて欲しかった

入学にあたって情報が少なすぎ
たので HPで詳しく書いてほしい

南女の強みであり、売りになる
のでそのままで

大学のイメージは在校生、卒業
生にとってもプラスになる

少子化の中でどれだけのニーズ
があるのか疑問

希望 働きながら学べたらよい

このままがよい

院にいけない人もいるのでなく
すのは反対

学生は大変そうだが意味あるの
で頑張って欲しい

甲南らしい院教育を希望

卒業生が再び取得できるシステ
ムを考えて欲しい

その他 アンケートに驚いた

ニーズだけでなくリスクも増え
ているのできっちりと知らせて
ほしい
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